（様式第１－５号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　市町村名：　田尻町　　　　　　　　

⑨その他の創意工夫による取組み
	区分及び事業名
※１から４のいずれか該当するもの一つに○を付し、（　　　）に事業名を記入してください。
※１から４の複数の区分に該当するものについては、それぞれ用紙を分けて記入してください。
	１　人権相談分野（事業名：　　　　　　　　　）
２　地域就労支援分野（事業名：ハローワーク求人情報のオンライン提供）
３　進路選択支援分野（事業名：　　　　　　　）
４　生活上のさまざまな課題等の発見又は対応分野
（事業名：　　　　　　　　　　　　　　　）

	取組内容
※府ホームページへは当様式に記載されている内容を原則そのまま掲載いたします。また、記載にあたりましては現状、現状における課題及び当該課題解決へ向けた取組み内容をできるだけ詳細に記入してください。

【新規・継続の別】　※該当する方に○を付してください。
　 １．新規
　２．継続 【交付対象となった年度：　平成26年度　　　】

【 現 状 】
月１回、ハローワーク泉佐野から担当者が田尻町に来訪し、求人情報や相談者のための就労支援に関する情報等を紙媒体で提供していただいている。入手した情報は相談時に閲覧できるよう相談員が保管している。オンラインでも提供を受けており、必要時にいつでも確認できる状態にした。
【現状における課題】
以前は、相談者に求人情報を提供する際、情報入手時からのタイムラグがあったが、オンライン提供を受けるようになり最新情報等のタイムラグが解消されてきた。


【取組み内容】 ※継続実施分について、取組み内容を拡充する場合は、その内容を追記してください。
ハローワークの求人情報のオンライン提供（データ提供方式）を実施することで、地域就労支援センターにおいて、相談時の求人情報等をより最新で確認できるようになり、効率的・効果的な情報提供が得られるなど相談者にとって利便性が高まった。また、就労に向けての関連情報の提供や相談者の希望・適性にあった情報を検索しながら相談を進めることが可能となることから、きめ細かな対応により求人側と求職者側のマッチングの強化が図られた。






（様式第１－５号）
　市町村名：　田　尻　町　　　

⑨その他の創意工夫による取組み
	区分及び事業名
※１から４のいずれか該当するもの一つに○を付し、（　　　）に事業名を記入してください。
※１から４の複数の区分に該当するものについては、それぞれ用紙を分けて記入してください。
	１　人権相談分野　　（事業名：人権相談のオンライン化）
２　地域就労支援分野（事業名：　　　　　　　）
３　進路選択支援分野（事業名：　　　　　　　）
４　生活上のさまざまな課題等の発見又は対応分野
（事業名：　　　　　　　　　　　　　　　）

	取組内容
※府ホームページへは当様式に記載されている内容を原則そのまま掲載いたします。また、記載にあたりましては現状、現状における課題及び当該課題解決へ向けた取組み内容をできるだけ詳細に記入してください。

【新規・継続の別】　※該当する方に○を付してください。
　 １．新規
　２．継続 【交付対象となった年度：　　　　　　　　】

【 現 状 】
子育てや介護、ご自身の身体状況などによって相談室を利用するのが難しい方は、相談が必要な状況であっても利用ができない。また、本町は町域が非常に狭く、匿名性が非常に低い。
住民同士が顔見知りであることが多いことから、相談することをためらう方も多いと考えられる。

【現状における課題】
相談を必要としていても、誰にも相談できず、事態が深刻化しているケースが多い。


【取組み内容】 ※継続実施分について、取組み内容を拡充する場合は、その内容を追記してください。
令和5年度途中から毎月広報誌に掲載している人権相談・女性のための相談について、オンラインでの相談ができることを掲載している。




